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の
ひ
と
り
で
あ
る

フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ

ド
・
ラ
イ
ト
の
弟

子
と
し
て
も
知
ら

れ
る
。
エ
リ
ス
マ

ン
邸
に
も
、
軒
の
水
平
線
の
強
調
な
ど
に
師
匠

の
影
響
が
見
ら
れ
る
。

　

創
建
当
時
は
木
造
２
階
建
て
、
和
館
付
き

で
、屋
根
は
ス
レ
ー
ト
（
粘ね
ん

板ば
ん

岩が
ん

製
の
屋
根
材
）

葺
、
外
壁
は
２
階
が
下し
た

見み

板い
た

張
り
（
横
長
の
板

材
を
階
段
状
に
重
ね
た
外
壁
仕
上
げ
）、
１
階

が
竪た
て

羽は

目め

張
り
（
板
を
縦
に
連
続
し
て
張
っ
た

外
壁
仕
上
げ
）
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
和
館

は
省
略
さ
れ
た
が
、
建
物
は
よ
く
再
現
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。

　

建
物
内
部
の
1
階
に
は
暖
炉
の
あ
る
応
接

先
月
の
べ
ー
リ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
に
続
き
、

今
月
は
横
浜
山
手
西
洋
館
の
ひ
と
つ
で

あ
る
「
エ
リ
ス
マ
ン
邸
」
を
紹
介
す
る
。

　

エ
リ
ス
マ
ン
邸
は
、
生
糸
貿
易
商
社
の
横
浜

支
配
人
格
と
し
て
活
躍
し
た
ス
イ
ス
生
ま
れ
の

フ
リ
ッ
ツ
・
エ
リ
ス
マ
ン
氏
の
邸
宅
と
し
て
、

大
正
15
年
（
１
９
２
６
年
）
に
当
時
の
山
手
町

１
２
７
番
地
に
建
て
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
57
年
（
１
９
８
２
年
）
に
マ

ン
シ
ョ
ン
建
築
の
た
め
解
体
さ
れ
、
現
在
の
建

物
は
平
成
２
年
（
１
９
９
０
年
）
に
元
町
公
園

内
の
現
地
に
再
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

設
計
し
た
の
は
、
日
本
の
建
築
界
に
大
き
な

影
響
を
与
え 

「
近
代
建
築
の
父
」
と
い
わ
れ
る

チ
ェ
コ
人
の
建
築
家
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ
ー
モ
ン

ド
。
レ
ー
モ
ン
ド
は
、
近
代
建
築
の
三
大
巨
匠

室
、
居
間
兼
食
堂
、
庭
を
眺
め
る
サ
ン
ル
ー
ム

な
ど
が
当
時
の
趣
を
残
し
て
再
現
さ
れ
て
い

る
。
創
建
当
時
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
た
照
明

な
ど
は
、
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。
各
部
屋
に
設

置
さ
れ
て
い
る
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
家
具

も
、
レ
ー
モ
ン
ド
が
設
計
し
た
も
の
を
忠
実
に

再
現
し
て
い
る
と
い
う
。

　

３
つ
の
寝
室
が
あ
っ
た
２
階
は
、
山
手
の
洋

館
に
関
す
る
資
料
室
と
し
て
、
創
建
時
は
厨
房

だ
っ
た
ス
ペ
ー
ス
は
、
喫
茶
室
「
カ
フ
ェ
エ
リ

ス
マ
ン
」
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

サンルームの照明は建築当時のもの

大きな上げ下げ窓や外の風景を取り込んだ
１階の居間兼食堂

温
知
故
新

第35回

レトロ建築を歩く

エリスマン邸
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１階応接間。窓下棚、真
しんちゅうくぎがしら

鍮釘頭を意図的に見せた装飾
など、機能美を追求したシンプルモダンなデザインが
随所に見られる 階段手すりのデザインも美しい

DATA
名　称 エリスマン邸
所在地 横浜市中区元町１-77-４
完　成　大正15年
設計者 アントニン・レーモンド


